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　孫文記念館・孫中山記念会では、1992年から「孫文研究
ならびにそれに関わる研究」分野で顕著な業績をあげた研
究者に対し、表彰をしてきました。賞の名称は「堀川哲男
記念賞」「山口一郎記念賞」を経て、2017年からは、孫文
記念館の創設に尽力された故林同春氏のご遺族からの寄附
を基金として、「林同春記念・孫文記念館学術賞」として行っ
ております。第二回は昨年実施の予定でしたが、新型コロ
ナウィルス流行のため1年延期となりました。
　第二回の受賞者は、段瑞聡氏（慶應義塾大学商学部教
授）となりました。段氏は著書の『蒋介石の戦時外交と戦
後構想：1941－1971年』が受賞対象となり、段氏はここ
で、米国スタンフォード大学に所蔵されている蒋介石日記
を詳細に分析する事を通じ、孫文と蒋介石の思想の相互浸
透性を解明しつつ、蒋介石独特の世界観、革命観を明らか
にし、彼の政策決定過程の再構築に挑戦した点が評価され
ました。
　また、蒋介石の日本観は、「反共的革命者」「反共的民族
主義者」の立場に加えて、米ソ間の国際覇権争いから東ア
ジアと太平洋の平和を守るという「アジア主義」の価値規
範に支えられていたと指摘し、くわえて、蒋介石時代の政
治について、戦前から戦後にかけて変化していく国際外交
空間の枠組みからも説明している点なども評価され、今回
の受賞となりました。
　2021年11月21日、孫文記念館にて授賞式が行われ、続い
て受賞者講演会が、ZOOMとのハイブリッド形式で行わ
れました。講演では研究成果の紹介に加え、蒋介石日記や
関連資料についてのお話や、中国・台湾・日本における蒋
介石評価の変遷といったお話もいただきました。
　講演録につきましては、今年6月発行予定の『孫文研究』
70号に掲載予定です。
� （研究員：村田省一）

・8月6日～10月3日　牛尾啓三彫刻展（孫文記念館）
・11月4日　中国駐大阪総領事の薛剣氏一行が来館。
・11月14日　「孫文ゆかりの地フィールドワーク」（主催：
移情閣友の会）当館の陳副館長・蒋主任研究員・村田研
究員が案内しました。
・11月21日　第二回林同春記念・孫文記念館学術賞授賞式・
受賞者講演「蒋介石、中国革命と日中戦争」（孫文記念
館　講演：段瑞聡氏・慶應義塾大学教授）
・11月27日　辛亥革命110周年記念国際学術シンポジウム
「東アジア世界と共和の創生」（オンライン上　主催：
孫文研究会、神戸華僑華人研究会）
・12月3日　神戸市長の久本喜造氏が来館。
・以下の新聞で、当館の活動を取り上げていただきました。
　11月16日「辛亥革命110年を記念　孫文 の足跡、神戸で
たどる」神戸新聞
　11月22日「段さんが解説　蒋介石の思想」朝日新聞（兵
庫版）

＊2021度（7～12月）活動
・孫文研究会夏季例会：7月17（土）：オンライン
研究報告
「梁啓超と中村正直のJ.S.ミル翻訳問題」
（龍蕾：神戸大学大学院人文学研究科博士後期課程）
・秋季特別例会：11月21日（日）：孫文記念館・オンライン
講演「蒋介石、中国革命と日中戦争」
　　（段瑞聡：慶應義塾大学商学部教授）
・辛亥革命110周年記念国際学術シンポジウム：
　11月29日（土）オンライン「東アジア世界と共和の創生」
・『孫文研究』第68号発行（2021年8月）
・同69号発行（同年12月）

＊2022年度（1～6月）活動予定
・孫文研究会冬季例会：1月29日（土）オンライン
　研究報告「加藤周一と中国」
　　　　　（劉争：関西国際大学現代社会学部講師）
� （孫文研究会代表理事：緒形康）

授賞式記念写真。

記念館ニュース〈2021年7月～12月〉記念館ニュース〈2021年7月～12月〉

孫文研究会通信孫文研究会通信

中国総領事の薛剣氏一行。

第二回林同春記念・孫文記念館学術賞受賞式第二回林同春記念・孫文記念館学術賞受賞式
　（2021年11月21日、移情閣）　（2021年11月21日、移情閣）
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2022.2 孫文〈孫文記念館 館報〉

　今年は日中国交正常化50周年にあたり、孫文記念館でも
秋の「孫文2022」などで、記念行事を予定しています。
　新型コロナウィルスの流行は新変異種の登場という局面
を迎え、収束はまた遠のいた感があります。読者の方々に
はくれぐれもご自愛くださいますよう、また今次の流行が
なるべく早く収束する事を祈念いたします。
� （M.S）

＊行事報告
・移情閣まつり・国際交流フェ
スタin舞子公園2021…10月10
日（日）YouTubeにて配信、
チャネル名：「移情閣友の会」
『移情閣まつり2021』再生回
数：12月5日現在で2122回
　　「中国の文化と音楽を楽し
もう」をテーマにコーラス同
好会や会員、また兵庫県立鈴
蘭台高校中国語履修生徒によ
る「茉莉花」のほか、文化講
座は、①「私の多文化体験」
②「やっぱり学んで良かった
中国語！」③「異文化理解を
目指したコミュニケーション
教育について」計13本の動画
を配信し、友の会をPRする
ことができました。
　
・第2回午餐会・講演会…11月10日（水）　於第一楼
　　神戸日華実業協会・中華総商会共催事業に友の会より
13名が参加し、親睦と交流を図ることができました。

・「孫文2021」辛亥革命110周年記念孫文ゆかりの地フィー
ルドワーク…11月14日（日）　於兵庫県立のじぎく会館
／神戸市内4か所　　参加者：50名
　　孫文記念館と共催、講師は、陳來幸副館長、蒋海波主
任研究員、村田省一研究員にお世話になりました。オー
プニングで濱嵜繁一企画運営委員が民族楽器フルス・よ
し笛で「大海阿故郷・ふるさと」を演奏。続いて、陳副
館長による「神戸と孫文～孫文時代の神戸華僑と神戸財
界　新参客家と台湾商人に注目して」と題した講演を拝
聴後、3班に分かれてフィールドワークへ。「諏訪山孫
文潜居の地」→「大アジア主義講演会の地」→「旧神阪
中華会館跡（神戸中華同文学校）」→「孫文銅像（大倉
山公園）をめぐりました。有意義な会であったと参加者
からの声がありました。

・第2回林同春記念・孫文記念館学術賞講演…11月21日　
於孫文記念館
　　第6回企画運営委員会の後、役員研修として9名が参加。
慶応義塾大学段瑞聡教授による「蒋介石、中国革命と日
中戦争」と題した講演を興味深く拝聴し、理解を深める
ことができました。

＊「移情閣だより」第124号　2022年1月　1000部発行
�  （移情閣友の会企画運営委員長：後藤みなみ）

　2022年1月13日、当館名誉館長の王柏林氏が逝去しまし
た。享年92歳（1929～2022）。王氏は孫文を支援した神戸
華僑の王敬祥のご令孫で、孫文記念館の開館に尽力されま
した。
　1月20日には宮崎滔天のご令孫の宮崎蕗苳女史が逝去し
ました。享年96歳（1925～2022）。宮崎女史は当館の名誉
会員でもあり、当館の活動に長くご支援を賜りました。
　謹んで、お二方のご冥福をお祈りいたします。
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